
日時：令和４年７月１６日（土）　１４時～

場所：日光市役所本庁舎

No.
ご 質 問 ・ ご 意 見 等

発 言 要 旨
市 の 回 答 要 旨 対応結果または対応方針

1

　自治会では、ゴミのない、きれいなまちづくりを進めて
いますが、道路の草や河川に不法投棄等のゴミがあった
場合、管理者が分からなくて困っています。
　また、市では、道路や河川の環境美化に対し、どのよう
な取組をしていますか。

道路や河川は、それぞれ種類ごとに所管が異なります。
維持管理課にご連絡いただければ、その後、市からそれ
ぞれの管理者にお伝えします。

また、市では、幹線道路や通学路等については、年２回
程度の草刈りを実施し、冠水の恐れがある河川について
は、週３回の清掃をしています。その他の道路や河川につ
いては、地域の方々のご協力をいただきながら環境美化
に努めています。

不法投棄については、廃棄物監視員によるパトロール
活動をしており、軽微な不法投棄物は、その場で回収し
ています。

きれいなまちづくりを進めるためには、全市クリーン大
作戦等での、地域の方々のご協力が不可欠です。ごみ処
理にかかる費用の減免もありますので、今後も地域の
方々のご協力をよろしくお願いいたします。

ー

2

　子どもの数が増えない要因の１つとして、「女性の就労
の場の不足」が挙げられると思います。
　また、企業誘致を推進するためには、教育環境を整備す
ることが必要だと思います。

就労の場の確保のためには、まずは、中小企業等の経
営の安定が必要であると捉えています。今後も、中小企
業振興資金融資の推進やビジネス交流会による販路拡
大、事業提携先の開拓等を支援することで、就労の場の
確保に繋げていきたいと思います。

企業誘致については、日光産業団地企業誘致基本方針
に基づき進めていきます。

ー

3
　今市宿市縁ひろばの今後の活用について、どのように
考えていますか。

現在、道の駅日光日光街道ニコニコ本陣の駐車場とし
て一部利用していますが、通常は休止している状況で
す。

今後、民間の考え方も参考にしながら検討していきた
いと思います。

ー
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4
　ふるさと納税ができる自動販売機を設置する自治体が
増えています。特に観光地には有効な取組だと思います
が、市ではどのように考えますか。

　現在、導入の可能性について調べているところです。
ふるさと納税に係る経費は、寄附金額の50％を超えて

はいけないため、設置に係る費用が課題の１つと捉えて
います。

自動販売機だけでなく、スマートフォンのアプリを使っ
てできる仕組みもありますので、様々な視点から増額に
向けて検討していきたいと思います。

ー

5
　少子高齢化や担い手の減少で、自治会の活動、行事が
できなくなりつつあるので、市の企業誘致に期待してい
ます。

コロナ禍で、地域の行事の多くが中止となる状況が続
いていますが、伝統や歴史ある地域のお祭り等について
は、早く再開されるようになればという想いです。
ただ、今後、再開するにあたっては、コロナ禍において、

従来と同じ手法で実施するのは難しいと思います。
高齢化等の問題を抱えながら、地域の賑わいを創出、

維持していくためには、他の地域との交流など、手法を
見直すことも必要ではないかと考えます。

企業誘致は、雇用の場の創出や人口増に資するため、
単独立地を軸に進めてまいります。

ー

6
　今市ICから大谷橋へ向かう会津西街道の渋滞は、観光
客等のストレスとなり、まちの印象までも悪くなる思いま
す。原因と対策を検討してほしいです。

　日光土木事務所では、市内の国県道の渋滞箇所を把握
しております。国道121号の渋滞対策については、大谷
橋交差点において、右折ラインの工事や信号機の調整等
が行われています。今後も連携を図りながら、渋滞緩和
に向けて取り組んでいきます。

ー

7

　現在、無料の公衆無線LANサービスとして、「Japan
Connected-free Wi-Fi」が導入されていますが、使
い勝手が悪く、外国人観光客等にとって不便なサービス
となっています。
　無料でもっとしっかりとしたWi-Fiが繋がれば、観光振
興だけでなく、個人のリモートワークを含む企業誘致、地
域包括ケアシステムの機能（防災無線等）にも活用できる
のではないかと思います。

今後の公衆Wi-Fiを考えるにあたっては、セキュリティ
も含めて検討しなければいけません。

ご提案のとおり、防災や外国人観光客向けなど幅広い
分野で、安心、安定的に利用いただける環境を検討して
いく必要があると考えます。

ー

2 



No.
ご 質 問 ・ ご 意 見 等

発 言 要 旨
市 の 回 答 要 旨 対応結果または対応方針

8

　コロナ禍で、小中学校では、窓を開けながらエアコンを
使用しており、教室内の温度が高い状況です。
　エアコンの使用については、機器本体の設定温度では
なく、教室内の温度を基準に使用を推奨してもらえると、
子どもたちの健康が守られ、学力向上にも繋がるのでは
ないかと思います。
　また、財政状況が厳しい中、学校のエアコンの使用に関
する電気代についてはどのように考えていますか。

教育委員会では、学校に対してエアコンの設定温度は
指定していません。

学校ごとに気温や湿度など総合的に勘案して使用して
いると思いますが、温度設定の基準に曖昧な部分がある
ので、再度確認します。

また、電気代については、子どもの健康を第一に考え、
適正温度を保つよう学校にお願いしています。

　コロナ禍以前は、学校は市の施設であるため、市
と同様にエアコン温度を設定していました。現在
は、設定温度を指定するのではなく、マスク着用に
よる熱中症リスクや、定期的な換気による室内温
度の上昇を考慮して、適切にエアコンを使用する
よう周知しています。室内温度は、学級の人数や
学校の立地状況にもよるため、子どもの健康を第
一に適正温度を保つようお願いしています。

9
　道路沿いの草が生い茂り、脇道から出る際に危険なと
ころがあります。特にカンセキ付近の草が伸びています。
　また、踏切の草も生い茂り、景観を乱しています。

道路上の草については、市が年２回程度の草刈りを実
施しており、民地から道路に這い出る草等については、
市から土地所有者に草刈り等を依頼しています。

見通しの悪いカーブや、大きな道路に侵入する道路に
ついては、維持管理課へご連絡いただければ対応しま
す。
また、線路沿いの草については、場所を教えていただけ

れば、市から鉄道各社へ依頼します。
なお、カンセキ付近の草については現地を確認して対

応します。

　カンセキ付近の街路樹の除草については、８月
中に対応いたしました。

10

　街路樹の植え込みに花を植えている人がいますが、植
栽にあたっては、市の許可が必要でしょうか。
　また、個人が家の近くの植樹帯に手持ちの花を植えて
も良いのでしょうか。

道路敷の植栽については、花いっぱい事業団体のご協
力のもと、植樹帯に花を植えていただくことで、環境美
化に努めています。

個人による手持ちの花の植栽については、市道であれ
ば維持管理課に一言ご連絡いただければ可能です。

ー

11
　信号機のある交差点の横断歩道と歩道の間に段差があ
り、ベビーカーがひっかかるため、平らにできないでしょ
うか。

道路の構造上、１～２ｃｍの段差を設けていますが、これ
は、車道の雨水を流すために必要な最低限の段差のた
め、平らにすることはできません。段差が大きいところが
あれば、改善します。

ー
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12

　歩道の犬の糞や野良猫による被害の苦情を多く聞きま
す。
　野良猫に餌を与えている人に対して、個人的に注意を
するとトラブルになってしまうので、市から注意してもら
えないでしょうか。

犬の糞の持ち帰りについては、看板で啓発しています
が、個人のモラルの部分でもあり、解決が難しい問題で
す。自治会等でも周知のご協力をお願いします。

野良猫等のご相談については、動物愛護の観点もある
ことから、県動物愛護指導センターを案内することにな
ります。また、野良猫への餌やりに対しては、現認する必
要がありますし、無責任な餌やりではなく、適正管理をお
願いすることになります。

野良猫を増やさないよう、飼い主に対して、その責任と
命の尊さを含めて、機会を捉えて周知していきたいと思
います。

ー

13

　国政選挙において、山形県は全国１位の投票率で、中で
も遊佐町の投票率が高く、その取組がテレビで紹介され
ていました。
　遊佐町では、立候補した学生から少年町長・議員を選出
し、少年議会をつくり、若い世代の政治参画を促していま
す。
　通学路の整備等、生徒ならではの視点での意見も出る
ということで、素晴らしい取組だと思いました。

未来の有権者である子どもたちに、しっかりと関心を
持ってもらうことは重要だと思います。

過去の議会の一般質問でも、「こども議会」の提案をい
ただいていましたので、議会や教育委員会と相談しなが
ら、投票率向上に向けた今後の課題とします。

ー

14

　「日光夏の花火」をはじめ、長年続いているイベントが中
止となっています。花火大会については、市や商工会議
所の他、地域の事業所等からの協賛金で運営しています
が、コロナ禍で多くの事業所が厳しい状況にあり、今後開
催できるようになったとしても協賛金が集まるか不透明
な状況です。
　今後も市からの協力を賜りたいと思いますが、市では、
イベントの開催をどう考えていますか。

飲食を伴うイベントの開催については、厳しい現状にあ
ると考えています。今後、開催にあたっては、従来のやり
方を変えられるかどうかが課題であり、花火大会などの
イベントスタイルは、何か工夫を施す必要があるのではな
いか思います。
開催予算については、協賛金の減は認識していますが、

一部には協賛金募集の手法にも課題があるとった声も
聞こえております。財源不足分の多くを市が負担すると
いうことは悩ましい部分ですが、地域全体で盛り上げて
いく機運を、市も一緒に醸成していきたいと思います。

ー
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15

　人口減少、少子高齢化によって、今市消防団でも年々
団員数が減少しており、今後、再編の検討も必要になっ
てくるのではないかと感じています。その際には、自治会
役員への説明など、市の協力をお願いします。

消防団員の減少については深刻な課題として捉えてい
ます。

現在、消防本部では、職員に対し、親類、知人等へ声掛
けをするよう指示をしています。

また、今年度から出動報酬について、これまで、出動１
回につき一律の金額を支給していたものを、従事した時
間ごとで支給するよう処遇を改善しました。その他、消防
団員に対して割引サービスなどをしていただけるサポー
ト事業所も増えており、団員の確保に繋げたいと考えて
います。

なお、統合、再編の際には、消防本部も関係団体と協議
しながら進めていきます。

ー

16 　防災無線をもっと幅広く活用できないでしょうか。

防災行政無線として行政情報も流すことができます
が、大切なのは、本来の防災無線の役割である、いざと
いう時の緊急情報の発信です。
なるべく、防災以外の情報は控え、防災無線から何か放

送が流れている時は、緊急性がある情報、危険が伴う事
態が起きているという認識を持っていただくことが望ま
しいと考えます。

ー

17
　資源ごみ、特に缶やペットボトル用の回収コンテナを折
り畳み式に変更すると扱いやすくなると思います。

　今市地域では、資源ごみのステーションが平均２０世帯
に１ヶ所の間隔で設置されており、現在は、業者が前日に
大型の回収コンテナを設置し、当日回収する方式をとっ
ています。折り畳み式のコンテナは小さいため、これに変
更した場合、設置するコンテナの数が多くなり、現在の回
収方式では対応できなくなってしまいます。
　資源ごみの回収については、全市で統一されていない
ことも課題であり、その回収方法が地域の実情に合って
いるか等も検討していきたいと思います。

ー

5 


